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論 文 の 要 旨 
本論文は、近代地方都市における遊廓の特質を遊廓に関わる貸座敷・娼妓・遊客の視点と地域特性の両側面
から明らかにしたものである。本論文の特徴は、遊廓の分布や空間構造といった形態的な分析に加え、従来の
研究ではほとんど活用されてこなかった貸座敷の経営史料から貸座敷経営者や娼妓および遊客などの具体像
を提示し、これらの相互関係に着目して近代遊廓の特質を解明しようとしたことにある。 
第Ⅰ章「序論」では、遊廓を対象とした従来の歴史地理学研究では、売買春に関わる人々の実態を学術的に
検討したものは少なく、都市における政治的観点からの分析に主眼が置かれてきたと述べる。隣接分野におけ
る遊廓研究では、遊女屋仲間を頂点として構築された「遊廓社会」を論じる社会史的研究と女性解放の視点か
ら売春女性を対象とする女性史的研究が相互に独立して進展し、両者を統合的に論じた研究が乏しいことや、
貸座敷経営者ならびに遊客を対象とした研究蓄積が乏しい現状を指摘する。著者は遊廓の分布や空間構造など
の形態的な側面と、貸座敷の経営史料の分析によって復原しうる貸座敷経営者と娼妓および遊客の営為に関わ
る側面という二つの視点から、近代地方都市における遊廓の特質を総合的に明らかにすると述べる。 
第Ⅱ章「近世・近代における遊廓の史的展開」では、近世後期から近代期における遊廓の分布と都市内部で
の立地について東北・関東地方を対象として検討している。近世後期には旅に関わる空間に立地する遊所が多
く、それらの大半は地域社会において住民の生活空間のなかに混在していた。遊廓は明治 5年における「芸娼
妓解放令」の前後から急増し、関東圏の大都市だけでなく、軍事都市や地方中・小都市に広範に普及したこと
がまず示される。これを踏まえ、近代期において地方都市やその周辺村落の住民にとって、日常的な生活圏内
に遊廓が存在する状況が広く出現したと著者は述べる。明治 30年代以降、多くの地方都市では中心市街地に
貸座敷が散在することが問題視されるようになり、各地方都市において貸座敷は都市周縁部に隔離され、周囲
を囲繞して集娼化を実現した遊廓が設置された。著者はこのような近代公娼制度のもとで形成された遊廓を
「近代遊廓」と定義し、地域社会に「閉ざされない」空間として混在していた近世期の遊所との差異を指摘す
る。 
第Ⅲ章「明治前期米沢における遊廓の形成と貸座敷の存立」では、山形県米沢を事例として近代遊廓開設以
前の地方中規模都市における遊廓について考察している。ここではまず米沢に貸座敷が導入される過程を検討
したのち、米沢川井小路町にて営業した貸座敷東楼の経営史料を用いて、遊客の分布および娼妓の雇用と労働
の状況を分析する。その結果、明治前期米沢では貸座敷業を「商機をもたらす新時代の事業」とみる気運があ
り、士族を含む地域住民が貸座敷業に参入し貸座敷は旧町人地を中心として市街地に散在したことが示された。
また同史料から、米沢の都市居住者を中心とした貸座敷への登楼状況や、新潟から米沢・山形を結ぶ娼妓の労
働市場の存在および生家を経済的に支える娼妓のライフ・コースを析出した。そこでは、娼妓は生家の貧困を
背景として「芸娼妓解放令」以降も前借金に拘束され、周旋業者を介して娼妓の送出地や他地域の遊廓との間
を広域的に移動する実態があったことが指摘される。 
第Ⅳ章「大正期烏山における遊廓の展開と遊客・娼妓の存在形態」では、栃木県烏山を事例として近代遊廓
開設後の地方小都市遊廓における貸座敷の利用状況と娼妓の労働について検討が行われる。ここでは烏山の近
代遊廓である旭遊廓の景観特性を示すとともに、旭遊廓で営業した貸座敷福二楼の遊客名簿および遊客の支払
いを記録した「酒食台帳」、「娼妓計算帳」などから貸座敷における遊興の具体像や娼妓の労働と収支を分析し
ている。その結果、烏山周辺地域における葉煙草生産による地域経済の伸長を背景に貸座敷における遊客数が
明治前期米沢の事例よりも著しく増大し、遊客は烏山近郊の村落居住者や烏山の職人層を主体としていたこと
が指摘される。また、遊客らは技芸に対する遊興費用を抑制する傾向があり、買春を主目的とした安価な遊興
が展開していたことや、遊客の増加によって娼妓の接客数が増加し、病気療養による医療費の負担増などによ
って娼妓らは経済的に圧迫されたことが示される。 
第Ⅴ章「軍港都市横須賀における遊廓の形成と開発者」では、海軍鎮守府を擁する神奈川県横須賀を事例と
し、幕末期から明治期の軍港都市における遊廓の新設と再編を検討している。ここではまず、横須賀製鉄所設
置を契機として開設された横須賀大滝遊廓について、遊廓の開発者であり貸座敷の経営を行った永嶋庄兵衛家
の家業経営と遊廓開設の具体的なプロセスが描かれる。遊廓開発の担い手となったのは永嶋家をはじめ幕府の
御用商などを務めた地元有力者であり、永嶋家が遊廓内における貸地・貸家経営を目的に自己資金を投じた遊
廓開発を行ったことが示される。一方、海軍鎮守府開設以後になると遊廓が軍港に近接することが問題視され、
大滝遊廓の焼失を契機として台地上に位置する柏木田へ遊廓の移設が行われた。柏木田遊廓は海軍兵士や海軍
工廠の職工らが主要な客層であり、軍隊を存立基盤とした遊廓として機能したことが示される。 
第Ⅵ章「近代地方都市における遊廓の展開とその特質」では、事例とした三都市における遊廓の展開を比較
することにより、地方都市における近代遊廓の特質を検討する。まず近代遊廓確立への画期を検討し、「Ⅰ期」
として幕末期から明治初年、「Ⅱ期」として「芸娼妓解放令」以降の明治前期、「Ⅲ期」として明治 30年代以
降という三区分を提起する。Ⅰ期は幕藩体制下での遊廓統制が揺らぎ、新たな遊廓が創出された時期と位置づ
け、Ⅱ期には遊廓数が著しく増加し、軍事都市ならびに地方中・小都市への普及が確認されたとする。ただし、
Ⅱ期には貸座敷は市街地に散在したままの地域が多く、この時期は遊廓の形態が近世から近代へと変化する過
渡期であったと述べられる。Ⅲ期には近代公娼制度の法的な確立とともに遊廓の立地と空間構造の変容がみら
れ、都市周縁部に隔離された近代遊廓の成立をもって、地域社会における近代公娼制度の実体化が達成された
と位置づけられる。その結果形成された近代遊廓の多くは、江戸新吉原遊廓における高級な遊興の空間である
仲の町周辺を模倣した空間構造を有していたと著者は主張する。また、遊廓所在都市やその周辺村落部の住民
らは遊廓を日常的に利用し、特に大正期以降、貸座敷の利用は農民や下層労働者にまで普及して、買春を主目
的とした安価な遊興が拡大した。大衆化した遊興の形態は娼妓の労働に影響し、接客数の増加や医療費負担増
による経済的困難などによって娼妓らはより厳しい労働環境に置かれたことが指摘される。 
第Ⅶ章「結論」では、以上の検討を総括する。ここで著者は、形態的な側面に着目した場合、近代遊廓の成
立とは「閉ざされない」空間としての近世的な遊廓が、近代公娼制度の理念や売春を「好ましくない」とみな
す価値観の生成によって「閉ざされた」空間へ変容したことを意味すると述べる。また、地方中・小都市に遊
廓が広く普及したことが都市部のみならず村落部までを捉えた売買春の日常化・大衆化をもたらし、農民や下
層労働者を含めた遊客人口の増加や買春を主体とした安価な遊興形態の拡大と、さらには娼妓の労働負担の増
加を招来したと指摘する。以上を通し、本論文では遊廓の形態的な側面に加え経営・労働・遊興の具体像を総
合的に考察することにより、近代公娼制度下において生じた買売春の質的変化とそれに連動した遊廓の特質を
解明したと著者は主張する。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、近代地方都市における遊廓についてその分布や空間構造といった形態的な側面に加え、貸座敷の
経営帳簿や遊客名簿などの史料を手がかりにして、遊廓をめぐる経営者や娼妓および遊客らの営みを復原し、
地域社会における遊廓の存立を総合的な視点から論じた意欲的な作品である。貸座敷経営者や娼妓および遊客
の実態解明など既往研究が残した課題を受け、遊廓において展開された経営・労働・遊興の具体像を貸座敷史
料の丹念な分析によって明らかにすることにより、地域社会における遊廓の形態と買売春の相互関係について
歴史地理学に新知見をもたらした研究成果である。特に近代地方中・小都市への遊廓の普及と地域経済の伸長
が地域社会における買春行為の日常化・大衆化の一因となり娼妓労働の負担増を招来したとする見解は、近代
遊廓の機能をその分布や地域社会における買売春の質的変容と結びつけて示した点で卓見といえる。また近代
遊廓が新吉原遊廓の空間構造を簡略的に模倣して構築されたことを指摘した点は、近代遊廓の形態的な特質を
示す上で有意義である。 
ただし、「閉ざされた」空間としての近代遊廓の形成が何に起因するものであったのかを検討する議論が乏
しい点は課題として残されている。この解明のためには、近代におけるキリスト教や衛生概念の普及など「閉
ざされた」遊廓の形成に影響を与えたと考えられる思想や社会的状況に関するさらなる検討が望まれる。本論
文は一部にこのような問題を含むものの、これまで都市の政治的な観点からの検討に偏ることが多かった遊廓
研究において、綿密な実証研究に基づき、遊廓の形態に加え遊廓内部で展開した経営・労働・遊興を含めた総
合的な視点から近代における遊廓の特質を明らかにした功績は大きい。本論文は歴史地理学における遊廓研究
を深化させ、学界に大きく寄与する成果であると評価できる。 
 
２ 最終試験 
 平成 30年 1月 16日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人文
社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全員
一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
